


はこだて国際科学祭 2019

◉テーマ

「食」が育む、函館の未来。

◉会期

2019 年 8 月 17 日（土）～ 8 月 25 日（日）

◉プレイベント開催期間

7 月 20 日（土）～ 8 月 11 日（日）

◉会場

北海道函館市、北斗市および七飯町

[ 函館市 ]

五稜郭タワー

函館市中央図書館

函館市国際水産・海洋総合研究センター

函館コミュニティプラザ G スクエア

無印良品 Open MUJI

MIRAI BASE

函館市青年センター

千代台公園陸上競技場

函館 YWCA

港の庵（旧松橋商店）

函館市熱帯植物園

はこだてみらい館

ギャラリー村岡

[ 北斗市 ]

北海道立総合研究機構 道南農業試験場

[ 七飯町 ]

大沼国際セミナーハウス

◉プログラム数

34

◉主催

サイエンス・サポート函館

[ 参加機関 ]

函館市

函館市教育委員会

公立はこだて未来大学

函館工業高等専門学校

北海道教育大学函館校

北海道大学大学院水産科学研究院・大学院水産科学院・水産学部

キャンパス・コンソーシアム函館

一般財団法人 函館国際水産・海洋都市推進機構

公益財団法人 南北海道学術振興財団

◉協賛

函館商工会議所

株式会社トーショウビルサービス

函館環境衛生株式会社

函館空港ビルデング株式会社

五稜郭タワー株式会社

株式会社村瀬鉄工所

みぞぐち事業株式会社

株式会社森川組

株式会社明電舎

株式会社エスイーシー

株式会社 NA アーバンデベロップメント

佐藤木材工業株式会社

函館山ロープウェイ株式会社

医療法人大庚会 今整形外科

有限会社ビデオ・ザ・キッド

◉技術協力

UD トーク ®

◉協力

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）

◉後援

北海道	

北斗市	

北斗市教育委員会	

七飯町	

七飯町教育委員会	

北海道新聞社	

函館新聞社	

朝日新聞社函館支局	

日本経済新聞社函館支局	

毎日新聞函館支局	

読売新聞函館支局	

NHK 函館放送局	

HBC 函館放送局	

STV 函館放送局	

HTB 函館支社	

UHB 北海道文化放送	

TVh テレビ北海道	

NCV 函館センター

FM いるか	

一般社団法人 函館国際観光コンベンション協会	

公益財団法人 函館地域産業振興財団

産学連携「クリエイティブネットワーク」

◉連携

2019 サイエンスパーク

ざいだんフェスティバル



はじめに

はこだて国際科学祭は、北海道函館市、北斗市および七飯町で毎年夏
に開催される科学のお祭りです。科学を楽しむことを入り口に、科学
と社会の関係を考えるきっかけをつくることを目的としています。

2009 年 8 月にスタートし、人口約 33 万人の函館・道南地域で毎
年のべ1万人超の方が参加する催しに成長しました。11回目となっ
た 2019 年は函館内外から 100 を超える団体、個人に出展や協力
を頂き、9 日間の会期とプレイベントを合わせて 34 のプログラム
を開催しました。

プログラムは子どもから大人まで、様々な対象に向けられた内容で
構成されます。会期を通して開催するパネル展、カフェのような場
所でフラットな立場で専門家と双方向に対話する科学夜話、ステー
ジで行う対談イベントやサイエンスショー、科学と社会の問題を扱
う対談型講演会のサイエンスダイアログ、オンラインウェブ会議シ
ステムを用いて遠隔地と函館をつなぐサイエンスコネクト、五感を
通じて体験しながら学ぶ科学屋台、ものづくりの教室や実験教室な
ど多岐に渡ります。

運営に際しては、出展に関わる多くの皆様との交流、そして学びの
ある場であることを重視しています。また、地域の視点から、世界
のことを考える視座を意識しています。

はこだて国際科学祭では「環境」「食」「健康」の 3 つを年替わりのテー
マとして開催してきました。2019 年は「食」の年でした。はこだて
国際科学祭 2019では「『食』から函館のしあわせを考える。」をテーマ
としました。同テーマを基軸に、函館におけるこれからの食を切り
口として、青函連携も意識しつつプログラムを編成しました。

はこだて国際科学祭 2019 では、函館商工会議所、株式会社トーショ
ウビルサービス、函館環境衛生株式会社、函館空港ビルデング株式会
社、五稜郭タワー株式会社、株式会社村瀬鉄工所、みぞぐち事業株式
会社、株式会社森川組、株式会社明電舎、株式会社エスイーシー、株
式会社 NA アーバンデベロップメント、佐藤木材工業株式会社、函館
山ロープウェイ株式会社、医療法人大庚会 今整形外科、有限会社ビ
デオ・ザ・キッドから協賛頂きました。特に記してお礼申し上げます。

はこだて国際科学祭 2020 は「健康」をテーマに 2020 年 8 月 22
日（土）から 8 月 30 日（日）を会期とし、これまでと同様にプレ
イベントも合せて実施する予定です。引き続きのご支援、ご協力を
お願い申し上げます。
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開催実績・プログラム編成

◆開催実績
港の庵、ギャラリー村岡、MIRAI BASE が会場として新たに加わり、
今年初となるオンラインウェブ会議システム（Zoom）を使ったイ
ベントとして、サイエンスコネクトを企画実施しました。

プレイベントをあわせ、のべ約 14,000 人の方に参加頂きました。
プログラム数は昨年と同規模の 34 件でした（科学屋台は、全体で
1 としてカウント）。
はこだて国際科学祭に関わる団体や個人による出展・共催者の数は
177 でした。

出展・共催数の内訳
政治・経済・文化団体
学校教育
学術・開発研究機関
その他の教育，学習支援業
娯楽業
映像・音声・文字情報制作業
協同組合（他に分類されないもの）
放送業
地方公務
専門サービス業（他に分類されないもの）
電気業
電気機械器具製造業  
各種商品小売業
農業
飲食料品小売業
※日本標準産業分類・中分類に準じた。
　個人やサークル活動等の参加は、その所属および専門性によって
　分類を行った。

48
44
22
13
10
8
6
5
5
5
5
3
1
1
1

◆プログラム編成◆プログラム編成
開催日程の全体像を把握するために、各日ごとの実施プログラム数
を下図に示しました。

プレイベントでは小学校の夏休み期間に合わせ、子どもたちを主な
対象としたプログラムを中心に実施しました。

本会期中の催しは、9 日間の会期を通して、メイン会場である五稜
郭タワーでパネル展示を行いました。
また、オープニングの講演会、毎週末に集中的に開催するステージ
イベントや科学屋台、平日および土日夜のサイエンスカフェ（科学
夜話）等、子どもから大人まで、様々な対象に向けたコンテンツを
展開しました。
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はこだて国際科学祭 2019 会場一覧

五稜郭タワー

函館市中央図書館

函館市国際水産・海洋総合研究センター

函館コミュニティプラザ G スクエア

無印良品 Open MUJI

MIRAI　BASE

函館市青年センター

千代台公園陸上競技場

函館 YWCA

港の庵（旧松橋商店）

北海道立総合研究機構 道南農業試験場

大沼国際セミナーハウス

函館市熱帯植物園

はこだてみらい館

ギャラリー村岡

番号
1
2
3
4

5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

プログラム数
12
4
1
3
1
1
3
2
1
1
1
1
1
1
1

施設管理者の主催 / 共催
企画展，科学屋台，ステージイベントほか

マリンフェスティバル2019

おいしく学ぶ。いつものもしも。

科学夜話

ジオフェスティバル，キッチンサイエンス，科学工作

科学工作

美味しいサイエンス

道南農試公開デー

南北海道創才セミナー

昆虫学習会

Unityスペシャルワークショップ

科学夜話

会場 主な開催プログラム

科学夜話，理研サイエンスレクチャー，科学の本の読み
聞かせと科学工作

科学夜話，サイエンストーク，
うみぽすポスター作りワークショップ

函館高専メカニズムフェスティバル，
青少年のための科学の祭典函館大会

◯　※一部
◯

〇

◯　※一部
◯
○
◯
○
◯
○

3



広報とデザイン展開

◆協賛

株式会社森川組

◆制作物一覧

8/17土▶8/25日
08:00-19:00 （最終日15:00 まで）

五稜郭タワーアトリウム●

企画展
「食」が育む、
函館の未来。

「食」は、どんな人のどんなときでも生きることの中心にあり
ます。科学技術や地域社会が大きなターニングポイントにあ
るいま。市民の暮らしをベースに、一次産業や飲食、そして観
光をはじめとする函館の営みの未来を、「食」から考えます。

♣主催
サイエンス・サポート函館

♣協賛
函館商工会議所　函館環境衛生株式会社　株式会社トーショウビルサービス
函館空港ビルデング株式会社　株式会社村瀬鉄工所　五稜郭タワー株式会社
佐藤木材工業株式会社　株式会社エスイーシー　函館山ロープウェイ株式会社

株式会社明電舎　みぞぐち事業株式会社　株式会社森川組　ソニー PCL 株式会社
はこだてみらい館　株式会社NAアーバンデベロップメント
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●サイエンスショー
食べ物の「色イロ」なはなしショー
8/17（土）・8/18（日）
いつも見かける食卓に色はどれくらいあるでしょうか？
お皿の上には、野菜の緑色だけでなく、たくさんの色
があります。そんな野菜の色は、何でできているの
でしょうか？様々な角度からみた食べ物と色の関係
を演劇、トーク形式で紐解いていきます。

♣出演：北大チームふろぎすとん
♣主催：サイエンス・サポート函館

●サイエンスショー
しょーたくんと不思議なハコ
8/17（土）・8/18（日）
北海道初上陸！科学のまち・つくばにある高エ
ネルギー加速器研究機構の名物コミュニケー
ター、しょーたくんがやってきた！
自称「素粒子のお兄さん」と一緒に、素粒子
発見装置を作ってみよう！

♣出演：高エネルギー加速器研究機構
♣主催：サイエンス・サポート函館

●サイエンスショー
クイズでたんけん 人のからだ
～たべたものはどうなるの！？
8/24（土）・8/25（日）
私たちは食べることによって体をつくり、そして生
活しています。では、食べたごはんは、どのように
してからだの中に取りこまれるのでしよう。クイズを
通して人のからだの中を探検してみましょう。

♣出演：青森県立三沢航空科学館
♣主催：サイエンス・サポート函館

●東大CASTのサイエンスショー
見えない空気の不思議
8/24（土）・8/25（日）
とても身近にあるけれど普段はあまり気にしない空
気。その空気の持つ性質や驚きの力を、見ごたえたっ
ぷりの迫力ある実験でご紹介！普段は関東中心にやっ
ている人気のショーを、今回は函館で初披露します！

♣出演：東京大学サイエンスコミュニケーションサークル CAST
♣主催：サイエンス・サポート函館

●サイエンスショー
おうちでサイエンス
8/25（日）14:30 〜15:00
おうちで誰にでもできる科学あそびを紹介
します。みんな大好きな食べ物に関する実
験もしてみましょう。おうちに帰ったらぜ
ひやってみてくださいね！見ているだけより、
やってみるのはずっとずっと楽しいですよ♪

♣出演：サイエンス・サポート函館 科学楽しみ隊
♣主催：サイエンス・サポート函館

●オープニングイベント　サイエンスダイアログ
北海道の食を豊かに！
生産・流通・販売の挑戦
8/17（土）15:00~16:30
恒例の対談型講演会です。コープさっぽろの大見さん
は、北海道の食を豊かにするために、海外事情を調
査しつつ IT も活用しながら、生産者との絆を深め、
安心安全でおいしい食を提供しています。山田さん
は、2006 年に七飯町で家族で農場を開墾し、山
羊や羊を放牧し、地元で穫れる作物で育て、この土
地にいる乳酸菌でチーズを作り販売しています。
お二人のお話から函館の食の可能性を考えます。

♣ゲスト：大見英明（コープさっぽろ理事長）、山田あゆみ（山田農場）
♣聞き手：美馬のゆり（サイエンス・サポート函館代表／公立はこだて未来大学）
♣主催：サイエンス・サポート函館

●サイエンスライブ
～南極の、知りたいことは？～

8/17（土）17:00~18:30　
※音楽の生演奏と飲料試飲あり
今年のサイエンスライブは、18 日のサイエンスコネクトと
あわせて南極に焦点をあわせます。共通テーマは「南極の、
知りたいことは？」。この科学祭のために南極から送られ

てきたオリジナル映像とともに、珠玉のジャズ演奏を楽し
みながら、南極について聞きたいことを会場のみなさんと一

緒に考えます。サッポロビール提供の飲み物もお楽しみください。

♣主催：サイエンス・サポート函館
♣共催：函館市／公益財団法人南北海道学術振興財団
♣協力：国立極地研究所／サイエンス・サポート函館 科学楽しみ隊
♣協賛：サッポロビール株式会社

ステージイベント タイムテーブル
8/17土
11:00
11:30
12:00
12:30
13:00
13:30
14:00
14:30
15:00
16:30
17:00
18:30

8/18日
11:00
11:30
12:00
12:30
13:00
13:30
14:00
14:30
15:00
16:30
16:45
17:45

8/24土
11:00
11:30
12:00
12:30
13:00
13:30
14:00
14:30

8/25日
10:30
11:00
11:30
12:00
12:30
13:00
13:30
14:00
14:30
15:00

サイエンスショー「食べ物の「色イロ」なはなしショー」

サイエンスショー「しょーたくんと不思議なハコ」

サイエンスショー「食べ物の「色イロ」なはなしショー」

サイエンスショー「しょーたくんと不思議なハコ」

オープニングイベント サイエンスダイアログ

サイエンスライブ

サイエンスショー「食べ物の「色イロ」なはなしショー」

サイエンスショー「しょーたくんと不思議なハコ」

サイエンスショー「食べ物の「色イロ」なはなしショー」

サイエンスショー「しょーたくんと不思議なハコ」

科学夜話プレミアム 「足下から考える食の循環『ビストロ下水道』」

サイエンスコネクト

サイエンスショー「クイズでたんけん 人のからだ～たべたものはどうなるの!?」

東大 CAST のサイエンスショー「見えない空気の不思議」

サイエンスショー「クイズでたんけん 人のからだ～たべたものはどうなるの!?」

東大 CAST のサイエンスショー「見えない空気の不思議」

サイエンスショー「クイズでたんけん 人のからだ～たべたものはどうなるの!?」

東大 CAST のサイエンスショー「見えない空気の不思議」

サイエンスショー「クイズでたんけん 人のからだ～たべたものはどうなるの!?」

東大 CAST のサイエンスショー「見えない空気の不思議」

サイエンスショー「おうちでサイエンス」

●サイエンスコネクト
～南極の、知りたいことは？～

8/18（日）16:45~17:45
※南極との中継あり

今年初めて開催するサイエンスコネクトでは、オン
ラインウェブ会議システムを使って、函館から約
15,000km離れた南極の昭和基地と繋げます。
昭和基地では、昨年５月まで科学祭のコーディネー

ターとして活躍された金森さんをはじめ、第 60次南極
観測隊員に、南極における「食」についてのお話や、前

日のサイエンスライブで集まった「南極の、知りたいこと」に
ついてお答えいただきます。もしかしたら、南極観測隊員とお話しできるかも！？

♣主催：サイエンス・サポート函館
♣協力：国立極地研究所／サイエンス・サポート函館 科学楽しみ隊

●科学夜話プレミアム
足下から考える食の循環

『ビストロ下水道』
8/18（日）15:00~16:30
足下に張り巡らされたインフラ「下水道」と農業・
水産業と意外な関係、そしてそれを支える ICT
技術。より豊かな暮らしについて、皆さんと語ら
い、気付きを共有するトークセッションです。

♣対象：大人向け　事前申し込み不要
♣登壇者：
加藤裕之（博士（環境科学）東北大学特任教授、内閣府・地域活性化伝道師）
平井和行（明電舎　水インフラシステム事業部）
♣主催：株式会社明電舎／サイエンス・サポート函館

8/31土▶9/2月
●科学寺子屋／科学コミュニケーション入門

「食」と「科学」をテーマに
「自分たち」の未来を考えよう

♣担当教員
須子善彦（公立はこだて未来大学 非常勤講師、
ビジネスブレークスルー大学 経営学部 ITソリューション学科 准教授）
♣ゲスト講師

村上健吾（村上農場レプレラ）　　宍戸慈（合同会社番 代表）

♣会場
8/31：函館市地域交流まちづくりセンター（函館市末広町 4-19）
9/1・9/2：函館コミュニティプラザ G スクエア（函館市本町 24-1）

♣参加費：無料
♣申込み：必要
♣問合せ：サイエンス・サポート函館

科学楽しみ隊
サイエンス・サポート函館科学楽
しみ隊は，科学祭などの科学イ
ベントで活動する市民有志のグ
ループです。
幅広い世代が，科学技術を楽
しみながら学び，親睦と情報
交換を図っています。また，科
学の楽しさを伝えるアイデアを出
し合い，科学教室などを開催して
います。科学楽しみ隊は，随時メンバー
を募集しております。
興味をお持ちの方は，気兼ねなくお問合せください。

サイエンス・サポート函館科学楽しみ隊
https ://tanoshimitai.science/
E-mail: info@tanoshimitai.science

ステージイべント
　　　　五稜郭タワーステージ●1
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株式会社森川組

●主催
サイエンス・サポート函館
サイエンス・サポート函館参加機関：
函館市
函館市教育委員会
公立はこだて未来大学
函館工業高等専門学校
北海道教育大学函館校
北海道大学大学院水産科学研究院・大学院水産科学院・水産学部
キャンパス・コンソーシアム函館
一般財団法人函館国際水産・海洋都市推進機構
公益財団法人南北海道学術振興財団

●後援
北海道
北斗市
北斗市教育委員会
七飯町
七飯町教育委員会
北海道新聞社
函館新聞社
朝日新聞函館支局
日本経済新聞社函館支局
毎日新聞函館支局
読売新聞函館支局
NHK 函館放送局
HBC 函館放送局
STV 函館放送局
HTV 函館支社
UHB 北海道文化放送
TVh テレビ北海道
NCV 函館センター
FMいるか

（一社）函館国際観光コンベンション協会
（公財）函館地域産業振興財団
産学連携「クリエイティブネットワーク」

●協力
国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）

●連携
2019サイエンスパーク
ざいだんフェスティバル

●お問い合わせ
サイエンス・サポート函館 事務局
〒041-8655　函館市亀田中野町 116-2
公立はこだて未来大学 社会連携センター内
　　0138-34-6527（平日　9:00 〜17:00）
　　0138-34-6564
　　info@sciencefestival.jp
　　https://www.sciencefestival.jp/

●技術協力

はこだて国際科学祭では、
コミュニケーション支援アプリ「UD トーク」
による音声認識技術を活用した
リアルタイム字幕を提供し、
トークイベントの「見える化」を目指します。

●協賛

株式会社NAアーバンデベロップメント

web

e-mail

fax

tel

はこだて国際科学祭2019は
「食」をテーマにした
科学のお祭りです。
子どもはもちろんのこと、
大人も楽しめるイベントを
たくさんご用意しています。

▶函館マリンフェスティバル 2019●

青少年のための科学の祭典函館大会●

函館高専メカニズムフェスティバル●

▶科学工作「カラフルなオリジナル時計を作ろう♪液晶を改造だ！」●

科学夜話「STEM（ステム）教育って何？～世界の理数教育の潮流～」●

サイエンストーク●

▶科学工作「親子で自由研究～望遠鏡を作ろう～」●

道南農試公開デー「実験農場見学、試食、苗当てクイズなど」●

▶算数・数学を楽しもう！南北海道創才セミナー●

企画展「「食」が育む、函館の未来。」●

オープニングイベント サイエンスダイアログ●

サイエンスライブ～南極の、知りたいことは？～●

▶キッチンサイエンス「カラーマジックケーキ」●

科学の本の読み聞かせと科学工作「おシャーレまめ図鑑」●

科学屋台「さかさパンダの科学工作：まめ図鑑マグネットをつくろう」●

科学屋台「食は科学だ！はじめの一歩～ホットケーキミックスの巻～」●

科学屋台「未来教室」プログラミングと VR を体験しよう！●

科学屋台「KEK のおもしろサイエンス」（高エネルギー加速器研究機構）●

サイエンスショー「食べ物の「色イロ」なはなしショー」●

サイエンスショー「しょーたくんと不思議なハコ」 （高エネ研）●

うみぽすポスター作りワークショップ●

科学夜話プレミアム「足下から考える食の循環『ビストロ下水道』」●

サイエンスコネクト～南極の、知りたいことは？～●

科学夜話「培養肉カフェ」●

科学屋台「Ｍｙ�作りで家の食卓を考えよう！」●

科学屋台「ひんやりひか～る食べ物調査隊」（北大チームふろぎすとん）●

科学屋台「リカタンってなに？」（理科の探検リカタンず）●

▶昆虫学習会●

第3回 ジオ・フェスティバル in Hakodate●

▶科学夜話「函館の「世界料理学会」～この10年とこれから」●

NHK 体験サイエンス●

科学夜話 「マリンIT カフェ」●

▶科学夜話／出張弘大食料研サイエンスカフェ in 函館●

▶おいしく学ぶ。いつものもしも。●

▶Unity スペシャルワークショップ in はこだて国際科学祭2019●

科学屋台「作物の苗の種類を当てよう」（道南農業試験場）●

▶美味しいサイエンス「鹿部たらこパスタをつくってみよう！」●

サイエンスショー「クイズでたんけん 人のからだ ～たべたものはどうなるの！？」●

東大CASTのサイエンスショー「見えない空気の不思議」●

東大CASTの科学屋台「野菜！果物！植物の体の秘密」●

科学屋台「べっこう�」（青森県立三沢航空科学館）●

科学屋台「未来大発「新体験」！」●

科学屋台「電気をつくってみよう！」（電源開発株式会社）●

サイエンスショー「おうちでサイエンス」●

理研サイエンスレクチャー in 函館「微生物の力を利用して農業へ貢献する研究」●

●＝開催日
▶＝事前申し込みが必要
　＝UD トーク字幕対応
●＝会場
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はこだて国際科学祭2019 イベントカレンダー
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●五稜郭タワー：函館市五稜郭町 43-9
●函館市中央図書館：函館市五稜郭町 26-1
●函館市国際水産・海洋総合研究センター：函館市弁天町 20-5
●函館コミュニティプラザ G スクエア：函館市本町 24-1 シエスタハコダテ 4F
●無印良品 Open MUJI：函館市本町 24-1 シエスタハコダテ 3F
●MIRAI BASE：函館市美原 2-7-21 万勝ビル1F
●函館市青年センター：函館市千代台町 27-5
●千代台公園陸上競技場：函館市千代台町 22-24
●函館 YWCA：函館市松陰町 1-12
●港の庵（旧松橋商店）：函館市大町 8-26
●北海道立総合研究機構　道南農業試験場：北斗市本町 680
●大沼国際セミナーハウス：亀田郡七飯町字大沼町 127-1
●函館市熱帯植物園：函館市湯川町 3-1-15
●はこだてみらい館：函館市若松町 20-1 キラリス函館 3F
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会場マップ

メインポスター　B2 版　500 部 公式ガイド　A2 版両面 /12 面折　3,000 部
※当ガイド配布開始までに既に開催済み／受付終了となっている
プログラムがあります。ご了承ください。

●科学夜話　カフェボルヤン（函館市中央図書館 1F）●
培養肉カフェ
近未来の食を支える技術となる「培養肉（純肉）」
を取り上げます。細胞から培養した肉をつくる
Shojinmeat Project のメンバーで、部屋が実
験器具でいっぱいの田中雄喜さん（七飯町出身）
にお話を伺い、参加者の皆さまとこれからの食
についてともに考え、語り合う場にしたいと考
えています。
話題提供：田中雄喜（Shojinmeat Project）
ファシリテーター：立花浩司（サイエンス・サポート函館／公立は

こだて未来大学社会連携センター）
♣対象：大人向け　♣定員：15 名程度（当日先着順）
♣参加費：無料（ただし、ワンドリンクオーダーが必要です）
♣主催：サイエンス・サポート函館

2

●科学夜話　カフェボルヤン（函館市中央図書館 1F）●
出張弘大食料研サイエンスカフェ in 函館
農業の中でも、特に育種にかんする現状や課題は、一
部の農業従事者や研究者などを除くとあまり知ら
れていません。今回は、弘前大学で開発されて注
目を集めている、次世代型の育種技術（エピゲノ
ム育種）によるリンゴの新品種開発について取り
上げます。ゲノムに基づく次世代育種が生まれた
背景と現状、今後の育種の方向性と食の未来につ
いて、話題提供者とともに考え、思いをはせる場に
したいと考えています。
話題提供：葛西厚史（弘前大学農学生命科学部）
ファシリテーター：中井雄治（弘前大学地域戦略研究所）

♣対象：大人向け　♣定員：15 名程度
♣参加費：無料（ただし、ワンドリンクオーダーが必要です）
♣主催：サイエンス・サポート函館／弘前大学地域戦略研究所食料科学研究部門
♣申し込み方法：弘大食料研サイエンスカフェの Facebook ページからお
申込みいただくか、直接弘前大学地域戦略研究所食料科学研究部門まで
メールしてください。
https://www.facebook.com/弘大食料研サイエンスカフェ-1578641892388027/
fs.cafe@hirosaki-u.ac.jp
TEL：017-763-5027/5028

2

函館市青年センター2F●
第3回ジオ・フェスティバル in Hakodate
10:30-15:30　事前申し込み不要
地の底から宇宙まで、地震、火山、化石などなど、楽し
い実験やものづくりを通して地球科学を楽しく体験でき
ます。札幌や旭川でも人気のイベント、今年も開催します。

♣対象：子どもから大人まで　♣参加費：無料
♣定員：特に設けない
♣主催：ジオ・フェスティバル in Hakodate 実行委員会／サイエンス・サポート函館

6

●キッチンサイエンス　函館市青年センター2F 調理実習室●
カラーマジックケーキ
第1回：11:00-12:30 ／第2回：13:30-15:00　事前申し込み必要
科学の力で色が変わる不思議なケーキを作りましょう。

「どうして色が変わるの？」わかりやすく楽しい実験で
このナゾを解明します！
講師：佐々義子（NPO 法人くらしとバイオプラザ 21）
♣対象：小学生と保護者　♣参加費：ひと組 300円
♣定員：各回 6 組12名
♣主催：函館市青年センター
参加申し込み：7 月 11 日（木）受付開始／先着順

（函館市青年センター　TEL：0138-51-3390）
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7/20土▶7/21日
10:00~16:00 函館マリンフェスティバル2019

函館市国際水産・海洋総合研究センター●
◎事前申し込み：一部必要

7/21日
10:00~15:00

10:00~15:00

青少年のための
科学の祭典函館大会

千代台陸上競技場●
◎事前申し込み：不要

7/27土
10:00-12:00

●科学夜話　G スクエア イベントスペース●
STEM（ステム）教育って何？
～世界の理数教育の潮流～
世界に広がる新しい理数教育「STEM（ステム）」。今回の
科学夜話では「サイエンストーク」のプレイベントとして、
宮城教育大学の門田和雄さんをお招きし、STEM 教育
が生まれた背景と現状についてお話をうかがうとともに、
今後の理数教育がどう変化していくのかについて、中高生
向けにざっくばらんに対話したいと思っています。
話題提供：門田和雄（宮城教育大学）
♣対象：中学生以上　♣定員：30 名程度（当日先着順）
♣参加費：無料　♣主催：サイエンス・サポート函館

さかさパンダの科学工作：
まめ図鑑マグネットをつくろう
あずき・だいず・えんどうまめ。台所にはマメがいっ
ぱい。みんなはいくつ知っているかな？マメにはすごー
い力があるんだって。マメの秘密を調べて、すてきな「ま
め図鑑マグネット」を作ってみましょう。
♣出演：さかさパンダサイエンスプロダクション
♣主催：サイエンス・サポート函館

作物の苗の種類を当てよう
普段食べている野菜の苗はどんな姿をしている
か知っていますか。いろんな野菜の苗を展示し
て、その名前をあてるクイズを出します。さあ、
チャレンジしましょう。
♣出演：北海道立総合研究機構 道南農業試験場
♣主催：サイエンス・サポート函館

函館発「新体験」!
あなたは「新体験」と聞いてどんなことを思うでしょ
うか。アート？ゲーム？スポーツ？学生が「楽しさ」

「面白さ」を見つめなおして制作した新体験コン
テンツで、あなたも「新体験」してみませんか？
♣出演：函館発新体験プロジェクト
♣主催：サイエンス・サポート函館

東大 CAST の科学屋台
野菜！果物！植物の体の秘密
私たちの食に欠かせない野菜や果物。植物とし
ての体のつくりを実験で一つひとつ解き明かし
ていきます！人の体と同じところ、違うところ
は？生きるための工夫とは？ぜひお立ち寄りく
ださい！
♣出演：東京大学サイエンスコミュニケーションサー
クル CAST
♣主催：サイエンス・サポート函館

べっこう飴
砂糖の変化を見て、おいしい、かんたん
べっこう飴を作ります。持ち帰れます。
♣出演：青森県立三沢航空科学館
♣主催：サイエンス・サポート函館

電気をつくってみよう！
電気って自分でつくれるのかな？手回し発電機で、
豆電球やＬＥＤが光るか試してみよう！本州と北
海道を結ぶケーブルも見られるよ！
♣出演：電源開発株式会社
♣主催：サイエンス・サポート函館

食は科学だ！はじめの一歩
～ホットケーキミックスの巻～
ホットケーキミックスの粉を使った美味しい実験です。
カラフルホットケーキを作って一緒に食べましょう♪

♣出演：コープさっぽろ　函館地区委員会
♣主催：サイエンス・サポート函館

「未来教室」
プログラミングとVR を体験しよう！
子どもたちに大人気のマインクラフトを使いながらパソ
コンが初めての方でも楽しくプログラミングを体験
できます。また、同会場では、今話題の VR（バーチャ
ルリアリティ）の世界が体験できるコーナーもご
用意しました。これから訪れるデジタル社会に向
けて、ぜひ近未来を体験してみてください。

♣出演：一般社団法人はこだて地方創生研究会／
D-SCHOOL 北海道
♣主催：サイエンス・サポート函館

KEK のおもしろサイエンス
「科学のまち・つくば」で開催しているサイエン
スカフェの函館出張編。
基礎科学の最先端に触れてみたい方、素粒子
物理学の世界に足を踏み入れようかなと迷って
いる学生さん、KEK の研究内容の勉強＆研究者
と知り合いたいメディア関係者などなど、どなた
でもお気軽にお立ち寄りください！
♣出演：高エネルギー加速器研究機構
♣主催：サイエンス・サポート函館

My箸作りで家の食卓を
考えよう！
My 箸や箸置き、Myスプーンを自分で作り、我
が家の食卓で毎日 My 箸等を使うことで、食に
関する様々なことに関心を持ってもらい、自分の
食生活を豊かな想像力により良いものにしよう！
♣出演：ななえ・大沼学びの森実行委員会
♣主催：サイエンス・サポート函館

ひんやりひか～る食べ物調査隊
身の回りにある食べ物を光らせてみましょう。普段
目にするお菓子や飲み物に、特殊な “ 光 ” を当て
ると光ります。一体何が光っているのかを探検
してみましょう。夏休みの自由研究にもオスス
メです。
♣出演：北大チームふろぎすとん
♣主催：サイエンス・サポート函館

函館市中央図書館 1F 視聴覚ﾎール●
●理研サイエンスレクチャーin函館　
微生物の力を利用して農業へ貢献する研究
日本で唯一の自然科学の総合研究所である理化学研究所（理研）が「サイ
エンスレクチャー」を開催します。本レクチャーでは、理研の研究者より、
植物と微生物の共生現象の解明とその産業利用を目指した研究を分かりや
すくご紹介し、地球規模での持続可能な食料供給や環境負荷軽減について
会場のみなさまと考えたいと思います。
話題提供：市橋泰範さん

（理化学研究所バイオリソース研究センター
植物 - 微生物共生研究開発チーム チームリーダー）

♣対象：大人向け　♣定員：150 名
♣参加費：無料
♣主催：サイエンス・サポート函館／
国立研究開発法人理化学研究所

●科学夜話　会場未定●
函館の「世界料理学会」～この10年とこれから
10 年間継続してきた「世界料理学会 in HAKODATE」のこれまで振り返る
とともに 、本年 10 月 28、29 日に予定している「第 8 回世界料理学会 in 
HAKODATE 」の見どころ（科学的視点での楽しみ方）などを紹介しながら、
函館における食を絡めたまちづくりの取り組みや、今後の料理学会の展望な
どを解説し、参加者とのディスカッションも行います。
話題提供：深谷宏治（世界料理学会 in HAKODATE 実行委員会 代表）、
田村昌弘（世界料理学会 in HAKODATE 実行委員会 事務局長）

♣対象：大人向け　♣定員：20 名程度（予定）
♣参加費：無料（ただし、ワンドリンクオーダーが必要です）
♣主催：サイエンス・サポート函館

7/31水
10:00~12:00

13:30~15:30

8/8木
13:00~16:00

8/11日
第 1 部 10:00~11:40　
第 2 部 13:00~14:30
ゲーム大会 14:50~16:00

7/30火 18:30~20:30　事前申し込み必要

8/24土  第1回：10:30~11:30 ／第2回：13:30~14:30
　　　　　　　　　　事前申し込み必要

8/24土  第1回：10:30-12:30 ／第2回：14:00-16:00　　　　　　

8/18土  11:00-12:00　事前申し込み必要

8/17土 

8/25日  11:00-12:00　事前申し込み不要8/24土 第 1 回 10:30~／第 2 回 13:00~／第 3 回 15:00~

8/17土 12:00~18:00

8/25日 第 1 回 10:30~／第 2 回 13:00~

8/18日 10:00~15:00　　　入替制／事前申し込み不要

8/18日 18:30~20:30　事前申し込み不要

8/20火 18:30~20:30　事前申し込み必要

8/23金 18:15-19:45　事前申し込み不要

8/24土 18:15-19:45　事前申し込み必要／先着順

海について学び、楽しむイベントです。海を学ぶもの
づくり体験ブースや親子で楽しむ体験コーナー、タッ
チプールや船の見学会など。海の食材を使った美味
しい屋台もお楽しみに。

♣入場料：無料　♣対象：子どもから大人まで
♣定員：一部催しで設定あり
♣申し込み・お問い合わせ：函館国際水産・海洋都市推進機構
TEL：0138-21-4700

楽しい理科の実験ブースがおよそ 30 軒連なるワン
ダーランドです。液体窒素でマイナス 200℃を体験、
静電気で空中浮遊など、わくわくするサイエンスの
世界へ、ぜひお越しください。

♣入場料：無料　♣対象：子どもから大人まで
♣定員：特に設けない
♣お問い合わせ：サイエンス・サポート函館
E-mail：info@sciencefestival.jp

デジタル時計の数字パネルを改造して、自分だけの
オリジナル腕時計とカラフル画面の置き時計を
作ってみよう。時計のしくみや偏光板の秘密も
わかって、ふしぎステンドグラスも作れるよ！
自由研究はこれでバッチリ♪

♣参加費：ひと組 800 円
♣対象：小学生と保護者　♣定員：16 組（先着順）
♣申し込み・お問い合わせ：函館市青年センター
TEL：0138-51-3390

部活動や実習などでサイエンスに携わる、道南
の普通高校や専門高校の生徒たちの研究発表
を一般公開します。ぜひご参加ください。
コメンテーター：
三上修（北海道教育大学函館校）
別府史章（北海道大学大学院水産科学研究院）
門田和雄（宮城教育大学）
青木昌雄（北海道教育大学函館校）

♣対象：高校生以上　♣定員：50 名程度（当日先着順）　♣参加費：無料
♣主催：サイエンス・サポート函館
お問い合わせ：サイエンス・サポート函館

農業試験場では、農作物の育ち方を調べたり、
新しい品種をつくっています。年に 1 度の公開
デー。田畑でイネ、サツマイモ、そして土の観察
をしましょう。お米や新鮮野菜の試食や、大人向
けに家庭菜園相談コーナーもあります。

♣参加費：無料　対象：子どもから大人まで　♣定員：特に設けない
♣主催：北海道立総合研究機構　道南農業試験場
♣お問い合わせ：北海道立総合研究機構　道南農業試験場
TEL：0138-77-8116

第 1 部　算数のプロと算数で遊ぼう ! 親子で楽しむ算数ゲーム 
第 2 部　ゲームで理解するアルゴリズム - ちょっと特殊なモグラたたき - 

♣参加費：無料
♣対象：子どもから大人まで（小 3 以下は保護者同伴）
♣定員：各部 140 名（先着順）
♣主催：南北海道創才教育推進会
♣申し込み・お問い合わせ：南北海道創才教育推進会
TEL：0138-83-6088

自分で望遠鏡を作ってみよう！筒型お菓子の空き箱や 100
円ショップの老眼鏡、身近な材料で工夫すると月のクレー
ターも見える望遠鏡が作れるよ。ガリレオ式望遠鏡とケ
プラー式望遠鏡を作って違いを観察しよう！

♣参加費：参加費 1,200 円、材料費 700 円
♣対象：小学校 1 年生〜 4 年生（保護者同伴・未就学児要相談）

♣定員：設定あり（先着順）
♣申し込み・お問い合わせ：函館 YWCA
TEL：0138-51-5262

昨年度の高専ロボコン全国大会に出場し準優勝した
ペットボトルを投げて立たせるロボットやイカロ

ボットの展示実演など、函館高専の学生たちがお
届けする楽しい遊びや体験がいっぱいです！

♣入場料：無料　♣対象：子どもから大人まで
♣定員：特に設けない

♣お問い合わせ：函館工業高等専門学校
E-mail：sohmu@hakodate-ct.ac.jp

プレイベント サイエンスカフェ／対話イベント ワークショップ 科学屋台　五稜郭タワーアトリウム●

3

7

函館高専
メカニズムフェスティバル

千代台陸上競技場●
◎事前申し込み：不要

7

●科学工作
カラフルなオリジナル時計を作ろう♪

液晶を改造だ！
函館市青年センター●

◎事前申し込み：必要（7/4 ～ 申込開始）

6

8/17土　10:00-15:00 8/24土　10:00-15:00 

8/18日　10:00-15:00 

8/25日　10:00-15:00 

8/17土・18日　10:00-15:00 

8/24土・25日　10:00-15:00 

1

8/20火▶8/24土　10:00-15:00

五稜郭タワーアトリウム●
NHK体験サイエンス
現在のハイビジョンの 16 倍の高精細映
像を楽しむことができる 8K。会場で、
その魅力を体感してください。

※ 8/24（土）のみ
NHK のテレビ中継車も会場に
やって来ます！中継車の中に
入ったり、スポーツ中継などで
実際に使用している放送用ハイ
ビジョンカメラの操作を、ぜひ体
験してみてください。
♣主催：NHK 函館放送局

1

●美味しいサイエンス　港の庵（旧松橋商店）● 事前申し込み必要

鹿部たらこパスタをつくってみよう !
鹿部産たらこを使用し、「たらこパスタ」を造ってみよう。スタッフが「壁の穴」
柳田料理部長より指導を受た内容を参加者へ映像を交えながら、お伝えし
料理を完成させていきます。トッピングに道南産食材を使用（王様しいたけ、
渋田産業の舞茸、道南産海産物・野菜等）。
♣対象：大人向け
♣定員：各回定員 10 名（計 50 名）
♣参加費：1,000 円
♣主催：鹿部たらこパスタ研究会
参加申し込み：先着順（090-9755-3975（藤田））

9

無印良品 Open MUJI（シエスタハコダテ 3F）●
おいしく学ぶ。いつものもしも。
無印良品は、備えは日頃の暮らしの中にあることが大切であり、日常生活
の延長線上に防災があるべきと考えます。今回は、日々の暮らしから防災と
食についておいしく学びます。
講師：井上千加子（サイエンス・サポート函館 科学楽しみ隊）
♣対象：5 歳以上の子ども・保護者　♣参加費：無料
♣定員：各回 8 組（親子 2 名で参加）※子どものみ大人のみの参加はできません
♣主催：無印良品 シエスタハコダテ／サイエンス・サポート函館
参加申し込み：8/1（木）受付開始／先着順

（無印良品シエスタハコダテ　TEL：0138-51-3025）

4

はこだてみらい館●　事前申し込み必要

Unityスペシャルワークショップ
in はこだて国際科学祭 2019
世界で最も使用されているゲームエンジン「Unity

（ユニティ）」を使ってゲーム制作のスペシャルワー
クショップを行います。
♣対象：中学生、高校生（基本的なパソコン操
作ができる方）
♣定員：各回定員 20 名（先着順）
♣参加費：有料（はこだてみらい館入館料）
参加申し込み：申し込み先着順

（はこだてみらい館
http://hakodate-miraiproject.jp/miraikan/）

13

函館市熱帯植物園●
昆虫学習会
たいへん昆虫に詳しい林原先生が、クワガタ虫やカブト虫などの生態につい
て大きな画面で写真を見せながら、わかりやすくお話
します。クワガタ虫の飼育方法などの昆虫につい
ての様々な質問に答えます。
講師：林原和哉（道南虫の会）
♣対象：子どもから大人まで　♣定員：50 名
♣参加費：有料（函館市熱帯植物園入園料）
♣主催：NPO 法人函館エコロジークラブ
参加申し込み：7 月 8 日（月）受付開始／先着順

（函館市熱帯植物園　TEL：0138-57-7833）

12

Gスクエア 多目的ホール●
うみぽすポスター作りワークショップ
函館の風景やおいしい魚を画用紙に描いて自分だけのポ
スターや絵てがみをつくろう。作品は海のPRコンテ
スト「うみぽす」の応募作品となり、もし入賞したら、
写真集に掲載されます。
♣対象：小学生または未就学児　♣定員：各回 20
名程度　♣参加費：無料
♣主催：一般社団法人海洋連盟

4

函館市中央図書館 2F 中研修室●
科学の本の読み聞かせと科学工作
おシャーレまめ図鑑
第1回：14:00-14:45 ／第2回：15:15-16:00　入替制／事前申し込み不要
白黒さかさパンダと一緒に科学の本と実験・観察・工作で
あそぼう。本物のシャーレの中の台紙に、いろんな種類
の豆を貼り付けて、実物標本の「おシャーレまめ図鑑」
を作ります。マグネットシートがついているので、おうち
の冷蔵庫のとびらにペタリと貼れます。

♣対象：子どもから大人まで（小学 3 年生以下は保護者同伴）
♣定員：各回 15 名　♣参加費：無料
♣企画：科学の本の読み聞かせの会「ほんとほんと」
♣主催：サイエンス・サポート函館

2

4

●科学夜話　MIRAI BASE asoviva（MIRAI BASE 内）●
マリンIT カフェ
持続可能な水産業を支える「マリン IT」を取り上げます。
情報を駆使して高度な農業管理を行う「精密農業（Precision 
Farming）」の水産業版ともいえる、「マリン IT」が脚光を
浴びています。漁獲量の減少と相俟って、IT の力によっ
て魚種や漁獲量を精密に予測し、効率的・安定的な
水産業を目指す「マリン IT」の現状と今後について、
マリン IT の提唱者である和田雅昭さん（公立はこだ
て未来大学）にお話を伺うととともに、参加者の皆さ
まとこれからの水産業についてともに考え、語り合う
場にしたいと考えています。
話題提供：和田雅昭（公立はこだて未来大学システム情報科学部）
♣対象：大人向け　♣定員：15 名程度（当日先着順）
♣参加費：無料（ただし、ワンドリンクオーダーが必要です）
♣主催：サイエンス・サポート函館

5

2

サイエンストーク
函館コミュニティプラザ（G スクエア）●

◎事前申し込み：不要

4

●科学工作
親子で自由研究～望遠鏡を作ろう～

函館 YWCA ●
◎事前申し込み：必要（7/2 ～　申込開始）

8

道南農試公開デー
実験農場見学、試食、苗当てクイズなど

道南農業試験場●
◎事前申し込み：不要

10

●算数・数学を楽しもう！ 
南北海道創才セミナー

大沼国際セミナーハウス●
◎事前申し込み：必要、イベントページよりウェブで

http://donan-sanugaku.jp/

11

リカタンってなに？
2007 年創刊の科学雑誌「理科の探検 RikaTan」
は、「観る・知る・ 遊ぶ」をテーマに理科の知
識や実験・観察・ものづくりを広く紹介してき
ました。バックナンバーの展示で、これまでの
歩みを振り返ります。
♣出演：理科の探検リカタンず
♣主催：サイエンス・サポート函館

音が聞こえにくい方も参加しやすいプログラム
このマークのイベントでリアルタイム字幕を提供します。

7/21日
10:00～15:00

ざいだんフェスティバル
◉会場：千代台公園陸上競技場
◉対象：子どもから大人まで
◉参加費：無料

サイエンス・サポート函館事務局
〒041-8655　函館市亀田中野町 116-2 公立はこだて未来大学内
TEL 0138-34-6527（平日9:00～17:00）　FAX 0138-34-6564
e-mail info@sciencefestival.jp　https://www.sciencefestival.jp/

青少年のための
科学の祭典 函館大会

函館高専
メカニズムフェスティバル

楽しい理科の実験ブースがおよそ30件

連なるワンダーランドです。液体窒素で

マイナス 200℃を体験、静電気で空中

浮遊など、わくわくするサイエンスの世界

へ、ぜひお越しください。
主催：青少年のための科学の祭典函館大会実行委員会

昨年度の高専ロボコン全国大会に出場

し準優勝したペットボトルを投げて立た

せるロボットやイカロボットの展示実演

など、函館高専の学生たちがお届けする

楽しい遊びや体験がいっぱいです！
主催：函館工業高等専門学校

せい はこ だて こう せん

か

たの り か じっけん けん さくねん ど こうせん ぜんこくたいかい しゅつじょう

つら えきたいちっ そ じゅんゆうしょう な た

たいけん せいでん き くうちゅう てん じ じつえん

ふ ゆう せ かい だてはこ こうせん がくせい とど

こ たの あそ たいけん

がく さい てん はこ だて たい かい

しょう ねん

プレイベントチラシ（小学生対象）　A4 版両面　16,000 部
函館市・北斗市・七飯町の全小学校へ児童数配布

ざいだんフェスティバル
合同チラシ　A4 版

うちわ　1,000 本

マスコットステッカー　
50mm 四方　4,000 部

企画展パネル（B0 版 20 枚）とキャプションボード　

企画展ブックレット　148mm 四方　24 ページ

電車外面バナー広告　１ヶ月間掲出

8/17土▶8/25日08:00-19:00 （最終日15:00 まで）五稜郭タワーアトリウム●

企画展「食」が育む、函館の未来。「食」は、どんな人のどんなときでも生きることの中心にあり
ます。科学技術や地域社会が大きなターニングポイントにあ
るいま。市民の暮らしをベースに、一次産業や飲食、そして観
光をはじめとする函館の営みの未来を、「食」から考えます。

♣主催
サイエンス・サポート函館

♣協賛函館商工会議所　函館環境衛生株式会社　株式会社トーショウビルサービス

函館空港ビルデング株式会社　株式会社村瀬鉄工所　五稜郭タワー株式会社

佐藤木材工業株式会社　株式会社エスイーシー　函館山ロープウェイ株式会社

株式会社明電舎　みぞぐち事業株式会社　株式会社森川組　ソニー PCL 株式会社
はこだてみらい館　株式会社NAアーバンデベロップメント
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●サイエンスショー食べ物の「色イロ」なはなしショー8/17（土）・8/18（日）いつも見かける食卓に色はどれくらいあるでしょうか？
お皿の上には、野菜の緑色だけでなく、たくさんの色
があります。そんな野菜の色は、何でできているの
でしょうか？様々な角度からみた食べ物と色の関係
を演劇、トーク形式で紐解いていきます。♣出演：北大チームふろぎすとん♣主催：サイエンス・サポート函館
●サイエンスショーしょーたくんと不思議なハコ8/17（土）・8/18（日）北海道初上陸！科学のまち・つくばにある高エネルギー加速器研究機構の名物コミュニケーター、しょーたくんがやってきた！自称「素粒子のお兄さん」と一緒に、素粒子発見装置を作ってみよう！

♣出演：高エネルギー加速器研究機構♣主催：サイエンス・サポート函館

●サイエンスショークイズでたんけん 人のからだ～たべたものはどうなるの！？8/24（土）・8/25（日）私たちは食べることによって体をつくり、そして生
活しています。では、食べたごはんは、どのように
してからだの中に取りこまれるのでしよう。クイズを
通して人のからだの中を探検してみましょう。♣出演：青森県立三沢航空科学館♣主催：サイエンス・サポート函館

●東大CASTのサイエンスショー見えない空気の不思議8/24（土）・8/25（日）とても身近にあるけれど普段はあまり気にしない空
気。その空気の持つ性質や驚きの力を、見ごたえたっ
ぷりの迫力ある実験でご紹介！普段は関東中心にやっ
ている人気のショーを、今回は函館で初披露します！♣出演：東京大学サイエンスコミュニケーションサークル CAST

♣主催：サイエンス・サポート函館
●サイエンスショーおうちでサイエンス8/25（日）14:30 〜15:00おうちで誰にでもできる科学あそびを紹介します。みんな大好きな食べ物に関する実験もしてみましょう。おうちに帰ったらぜひやってみてくださいね！見ているだけより、やってみるのはずっとずっと楽しいですよ♪♣出演：サイエンス・サポート函館 科学楽しみ隊

♣主催：サイエンス・サポート函館

●オープニングイベント　サイエンスダイアログ北海道の食を豊かに！生産・流通・販売の挑戦8/17（土）15:00~16:30恒例の対談型講演会です。コープさっぽろの大見さん
は、北海道の食を豊かにするために、海外事情を調
査しつつ IT も活用しながら、生産者との絆を深め、
安心安全でおいしい食を提供しています。山田さん
は、2006 年に七飯町で家族で農場を開墾し、山
羊や羊を放牧し、地元で穫れる作物で育て、この土
地にいる乳酸菌でチーズを作り販売しています。
お二人のお話から函館の食の可能性を考えます。♣ゲスト：大見英明（コープさっぽろ理事長）、山田あゆみ（山田農場）

♣聞き手：美馬のゆり（サイエンス・サポート函館代表／公立はこだて未来大学）

♣主催：サイエンス・サポート函館

●サイエンスライブ～南極の、知りたいことは？～8/17（土）17:00~18:30　※音楽の生演奏と飲料試飲あり今年のサイエンスライブは、18 日のサイエンスコネクトと
あわせて南極に焦点をあわせます。共通テーマは「南極の、
知りたいことは？」。この科学祭のために南極から送られ

てきたオリジナル映像とともに、珠玉のジャズ演奏を楽し
みながら、南極について聞きたいことを会場のみなさんと一

緒に考えます。サッポロビール提供の飲み物もお楽しみください。
♣主催：サイエンス・サポート函館♣共催：函館市／公益財団法人南北海道学術振興財団

♣協力：国立極地研究所／サイエンス・サポート函館 科学楽しみ隊
♣協賛：サッポロビール株式会社
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サイエンスショー「食べ物の「色イロ」なはなしショー」サイエンスショー「しょーたくんと不思議なハコ」サイエンスショー「食べ物の「色イロ」なはなしショー」サイエンスショー「しょーたくんと不思議なハコ」オープニングイベント サイエンスダイアログ
サイエンスライブ

サイエンスショー「食べ物の「色イロ」なはなしショー」サイエンスショー「しょーたくんと不思議なハコ」サイエンスショー「食べ物の「色イロ」なはなしショー」サイエンスショー「しょーたくんと不思議なハコ」科学夜話プレミアム 「足下から考える食の循環『ビストロ下水道』」サイエンスコネクト

サイエンスショー「クイズでたんけん 人のからだ～たべたものはどうなるの!?」東大 CAST のサイエンスショー「見えない空気の不思議」サイエンスショー「クイズでたんけん 人のからだ～たべたものはどうなるの!?」東大 CAST のサイエンスショー「見えない空気の不思議」

サイエンスショー「クイズでたんけん 人のからだ～たべたものはどうなるの!?」東大 CAST のサイエンスショー「見えない空気の不思議」サイエンスショー「クイズでたんけん 人のからだ～たべたものはどうなるの!?」東大 CAST のサイエンスショー「見えない空気の不思議」サイエンスショー「おうちでサイエンス」

●サイエンスコネクト～南極の、知りたいことは？～8/18（日）16:45~17:45※南極との中継あり今年初めて開催するサイエンスコネクトでは、オン
ラインウェブ会議システムを使って、函館から約
15,000km離れた南極の昭和基地と繋げます。昭和基地では、昨年５月まで科学祭のコーディネー

ターとして活躍された金森さんをはじめ、第 60次南極
観測隊員に、南極における「食」についてのお話や、前

日のサイエンスライブで集まった「南極の、知りたいこと」に

ついてお答えいただきます。もしかしたら、南極観測隊員とお話しできるかも！？
♣主催：サイエンス・サポート函館♣協力：国立極地研究所／サイエンス・サポート函館 科学楽しみ隊

●科学夜話プレミアム足下から考える食の循環『ビストロ下水道』8/18（日）15:00~16:30足下に張り巡らされたインフラ「下水道」と農業・
水産業と意外な関係、そしてそれを支える ICT
技術。より豊かな暮らしについて、皆さんと語ら
い、気付きを共有するトークセッションです。♣対象：大人向け　事前申し込み不要♣登壇者：

加藤裕之（博士（環境科学）東北大学特任教授、内閣府・地域活性化伝道師）

平井和行（明電舎　水インフラシステム事業部）
♣主催：株式会社明電舎／サイエンス・サポート函館

8/31土▶9/2月●科学寺子屋／科学コミュニケーション入門「食」と「科学」をテーマに「自分たち」の未来を考えよう♣担当教員
須子善彦（公立はこだて未来大学 非常勤講師、
ビジネスブレークスルー大学 経営学部 ITソリューション学科 准教授）
♣ゲスト講師

村上健吾（村上農場レプレラ）　　宍戸慈（合同会社番 代表）
♣会場
8/31：函館市地域交流まちづくりセンター（函館市末広町 4-19）
9/1・9/2：函館コミュニティプラザ G スクエア（函館市本町 24-1）
♣参加費：無料
♣申込み：必要
♣問合せ：サイエンス・サポート函館

科学楽しみ隊
サイエンス・サポート函館科学楽しみ隊は，科学祭などの科学イベントで活動する市民有志のグループです。

幅広い世代が，科学技術を楽しみながら学び，親睦と情報交換を図っています。また，科学の楽しさを伝えるアイデアを出し合い，科学教室などを開催しています。科学楽しみ隊は，随時メンバーを募集しております。興味をお持ちの方は，気兼ねなくお問合せください。サイエンス・サポート函館科学楽しみ隊https ://tanoshimitai.science/E-mail: info@tanoshimitai.science
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株式会社森川組

●主催
サイエンス・サポート函館サイエンス・サポート函館参加機関：函館市

函館市教育委員会公立はこだて未来大学函館工業高等専門学校北海道教育大学函館校北海道大学大学院水産科学研究院・大学院水産科学院・水産学部
キャンパス・コンソーシアム函館一般財団法人函館国際水産・海洋都市推進機構公益財団法人南北海道学術振興財団

●後援
北海道
北斗市
北斗市教育委員会七飯町

七飯町教育委員会北海道新聞社
函館新聞社
朝日新聞函館支局日本経済新聞社函館支局毎日新聞函館支局読売新聞函館支局NHK 函館放送局

HBC 函館放送局
STV 函館放送局
HTV 函館支社
UHB 北海道文化放送TVh テレビ北海道NCV 函館センターFMいるか

（一社）函館国際観光コンベンション協会（公財）函館地域産業振興財団産学連携「クリエイティブネットワーク」
●協力
国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）
●連携
2019サイエンスパークざいだんフェスティバル

●お問い合わせ
サイエンス・サポート函館 事務局〒041-8655　函館市亀田中野町 116-2公立はこだて未来大学 社会連携センター内　　0138-34-6527（平日　9:00 〜17:00）　　0138-34-6564　　info@sciencefestival.jp　　https://www.sciencefestival.jp/

●技術協力

はこだて国際科学祭では、コミュニケーション支援アプリ「UD トーク」による音声認識技術を活用したリアルタイム字幕を提供し、トークイベントの「見える化」を目指します。

●協賛

株式会社NAアーバンデベロップメント

web

e-mail

fax

tel

はこだて国際科学祭2019は「食」をテーマにした
科学のお祭りです。
子どもはもちろんのこと、大人も楽しめるイベントをたくさんご用意しています。

▶函館マリンフェスティバル 2019●
青少年のための科学の祭典函館大会●

函館高専メカニズムフェスティバル●▶科学工作「カラフルなオリジナル時計を作ろう♪液晶を改造だ！」●科学夜話「STEM（ステム）教育って何？～世界の理数教育の潮流～」●
サイエンストーク●▶科学工作「親子で自由研究～望遠鏡を作ろう～」●道南農試公開デー「実験農場見学、試食、苗当てクイズなど」●▶算数・数学を楽しもう！南北海道創才セミナー●

企画展「「食」が育む、函館の未来。」●オープニングイベント サイエンスダイアログ●サイエンスライブ～南極の、知りたいことは？～●▶キッチンサイエンス「カラーマジックケーキ」●科学の本の読み聞かせと科学工作「おシャーレまめ図鑑」●科学屋台「さかさパンダの科学工作：まめ図鑑マグネットをつくろう」●科学屋台「食は科学だ！はじめの一歩～ホットケーキミックスの巻～」●科学屋台「未来教室」プログラミングと VR を体験しよう！●科学屋台「KEK のおもしろサイエンス」（高エネルギー加速器研究機構）●サイエンスショー「食べ物の「色イロ」なはなしショー」●サイエンスショー「しょーたくんと不思議なハコ」 （高エネ研）●
うみぽすポスター作りワークショップ●科学夜話プレミアム「足下から考える食の循環『ビストロ下水道』」●サイエンスコネクト～南極の、知りたいことは？～●

科学夜話「培養肉カフェ」●科学屋台「Ｍｙ�作りで家の食卓を考えよう！」●科学屋台「ひんやりひか～る食べ物調査隊」（北大チームふろぎすとん）●科学屋台「リカタンってなに？」（理科の探検リカタンず）●

▶昆虫学習会●第3回 ジオ・フェスティバル in Hakodate●▶科学夜話「函館の「世界料理学会」～この10年とこれから」●
NHK 体験サイエンス●

科学夜話 「マリンIT カフェ」●▶科学夜話／出張弘大食料研サイエンスカフェ in 函館●
▶おいしく学ぶ。いつものもしも。●▶Unity スペシャルワークショップ in はこだて国際科学祭2019●科学屋台「作物の苗の種類を当てよう」（道南農業試験場）●▶美味しいサイエンス「鹿部たらこパスタをつくってみよう！」●

サイエンスショー「クイズでたんけん 人のからだ ～たべたものはどうなるの！？」●東大CASTのサイエンスショー「見えない空気の不思議」●東大CASTの科学屋台「野菜！果物！植物の体の秘密」●科学屋台「べっこう�」（青森県立三沢航空科学館）●
科学屋台「未来大発「新体験」！」●科学屋台「電気をつくってみよう！」（電源開発株式会社）●

サイエンスショー「おうちでサイエンス」●
理研サイエンスレクチャー in 函館「微生物の力を利用して農業へ貢献する研究」●

●＝開催日
▶＝事前申し込みが必要　＝UD トーク字幕対応●＝会場 7/20
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●五稜郭タワー：函館市五稜郭町 43-9●函館市中央図書館：函館市五稜郭町 26-1●函館市国際水産・海洋総合研究センター：函館市弁天町 20-5
●函館コミュニティプラザ G スクエア：函館市本町 24-1 シエスタハコダテ 4F

●無印良品 Open MUJI：函館市本町 24-1 シエスタハコダテ 3F
●MIRAI BASE：函館市美原 2-7-21 万勝ビル1F●函館市青年センター：函館市千代台町 27-5●千代台公園陸上競技場：函館市千代台町 22-24●函館 YWCA：函館市松陰町 1-12●港の庵（旧松橋商店）：函館市大町 8-26●北海道立総合研究機構　道南農業試験場：北斗市本町 680

●大沼国際セミナーハウス：亀田郡七飯町字大沼町 127-1
●函館市熱帯植物園：函館市湯川町 3-1-15●はこだてみらい館：函館市若松町 20-1 キラリス函館 3F
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◆会場装飾・空間デザイン

五稜郭タワー会場懸垂幕

◆各種メディアでの報道・掲載・出演

五稜郭タワーステージの背景装飾 基本什器としてテントおよびテーブルクロス掛けの机を使用

簡易看板 ほぼすべてのプログラムで設置

机上装飾物

函館市政記者クラブでの記者レクチャー (2019 年 6 月）

北海道新聞夕刊道南版
「みなみ風」
函館新聞　　　　　　
朝日新聞北海道版
NHK「ほっとニュース北海道」
HBC ラジオ（函館）

「市民の時間（くらしのガイド）」
FM いるか「市政だより」
FM いるか「オトノハにのせて」

「ステップアップ」
2019 年 7 月号，8 月号

「プチまなびっと」夏休み号
函館イベントガイド ( 函館市公式）
THE JR Hokkaido 2019 年 7 月号
ダテパー 7 月号
青いぽすと
市政はこだて 8 月号
ジョブキタ 8 月 5 日号
函館経済新聞
おいしい函館 
- Taste Hakodate Cuisine
理研ブログ 2019
シエスタハコダテ from MUJI
街角情報・いるか号日記
Yahoo! ニュース
Science Portal
函館市青年センター活動日誌
活動の記録 | サイエンス・サポート
函館 科学楽しみ隊

新聞

テレビ
ラジオ

雑誌・
フリー
ペーパー
等

その他
ウェブ
メディア

メディア掲載等状況（2019 年 6 月～ 10 月確認分）
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はこだて国際科学祭 2019 ハイライト
五稜郭タワー会場

◆ステージ

サイエンスショー、トークイベント等のプログラムを展開。

ステージプログラム

◆ NHK 体験サイエンス
8/20（火）～ 8/24（土）

昨秋より本放送が開始されたハイビジョン 8K の高精細画像を、
あますところなくご紹介（8/20-24）
五稜郭タワーに NHK 移動中継車を横付けし、テレビ技術者と
ともに中継機器やハイビジョンカメラの操作を体験（24 日のみ）。

◆サイエンスライブ～南極の、知りたいことは？～
8/17（土）

翌日18 日に行われる、サイエンスコネクトの南極中継のプレイベ
ント。今年はライブ演奏にジャズバンドの Hakodate Jazz Cats
をお呼びし、飲み物を片手に珠玉のジャズ演奏を愉しむとともに、
南極における「食」をテーマに、会場の皆さまから実際に訊いて
みたいことを付箋に書き出し構造化を図りました。

プログラム名

サイエンスショー
「食べ物の「色イロ」なはなしショー」 

サイエンスショー
「しょーたくんと不思議なハコ」

オープニングイベント サイエンスダイアログ
 「北海道の食を豊かに！生産・流通・販売の挑戦」

サイエンスライブ
～南極の、知りたいことは？～

科学夜話プレミアム 
「足下から考える食の循環『ビストロ下水道』」

サイエンスショー
「クイズでたんけん　人のからだ　
～たべたものはどうなるの！？」 

東大 CASTのサイエンスショー
「見えない空気の不思議」 

サイエンスショー
「おうちでサイエンス」

8/17　
（土）

8/25　
（日）

8/18　
（日）

8/24　
（土）

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇 〇

移動中継車

五稜郭タワー五稜郭タワー
アトリウムアトリウム
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◆科学屋台
赤いテントが目印の体験ブース

◆企画展「「食」が育む、函館の未来。」
8/17（土）～ 8/25（日）9 日間の会期を通して行われる。科学祭オリジナルのパネル展。

◆受付
情報コーナー

科学屋台リスト

科学屋台
赤テントと拡張スペース

はこだて国際科学祭 2019 テーマ『「食」が育む、函館の未来。』を掘り下げて取材し、制作したはこだて国際科学祭オリジナル
パネル展。可搬型の展示台を使用し、B0 サイズのパネル 20 枚で構成したメインプログラム。

受付では科学祭パンフレットほか、関連イベントや出展者の
PR 資料を配布。

タイトル

KEK のおもしろサイエンス

さかさパンダの科学工作：まめ図鑑マグネットをつくろう

食は科学だ！はじめの一歩～ホットケーキミックスの巻～

「未来教室」プログラミングと VR を体験しよう！ 

ひんやりひか～る食べ物調査隊

リカタンってなに？

Ｍｙ箸作りで家の食卓を考えよう！

未来大発「新体験」！

べっこう飴

作物の苗の種類を当てよう

東大 CAST の科学屋台「野菜！果物！植物の体の秘密

電気をつくってみよう！

8/17　
（土）

8/25　
（日）

8/18　
（日）

8/24　
（土）

〇 〇
〇

〇

〇

〇

〇
〇 〇
〇 〇

〇 〇

〇

〇
〇

8K

受付◆
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はこだて国際科学祭 2019 ハイライト
プレイベント

7/20（土）、21（日）函館マリンフェスティバル 2019　
会場：函館市国際水産・海洋総合研究センター

7/21（日）函館高専メカニズムフェスティバル　
会場：千代台陸上競技場

7/21（日）青少年のための科学の祭典函館大会　
会場：千代台陸上競技場

7/27（土）科学工作「カラフルなオリジナル時計を作ろう♪
液晶を改造だ！」　会場：函館市青年センター

7/31（水）サイエンストーク（高校生による研究発表）　
会場：G スクエア

7/30（火）科学夜話「STEM 教育って何？～世界の理数教育
の潮流～」会場：G スクエア

7/31（水）科学工作「親子で自由研究～望遠鏡を作ろう～」　
会場：函館 YWCA

8/11（日）算数・数学を楽しもう！ 南北海道創才セミナー　
会場：大沼国際セミナーハウス

8/ 8（木）第 25 回 道南農試公開デー　
会場：道南農業試験場

はこだて国際科学祭の本会期に先駆けて、7 月下旬から 8 月中旬にかけてプレイベントを開催しました。
夏休み中の小学生を主対象としたもの、主に大人が愉しめるものなど、計 9 件のプログラムを開催しました。

◆「プチまなびっと」「ステップアップ」にて積極的に情報拡散

函館市生涯学習文化課が発行する小中学生向けの生涯学習情報誌「プチまな

びっと」夏号、および函館市文化 ･ スポーツ振興財団が発行する情報誌「ステッ

プアップ」で科学祭プレイベントの情報発信を積極的に行い、オウンドメディ

ア以外でのイベント周知に努めました。

◆「ざいだんフェスティバル」と、はこだて国際科学祭 2019 の合同チラシ

を制作

青少年のための科学の祭典函館大会と函館高専メカニズムフェスティバルは、

科学祭起ち上げ以前から続いてきた恒例のイベントです。

2009 年の初回から毎年、科学祭の構成プログラムとして参画しており、ステー

ジイベントや納涼縁日などを行う家族向けイベントである「ざいだんフェス

ティバル」とも連携・同時開催しています。広報に際し、「ざいだんフェスティ

バル」と、はこだて国際科学祭 2019 の合同チラシを制作・配布しました。

◆サイエンストークで専門高校を含む高校生が発表

サイエンストークは、科学祭初回から毎年開催している高校生による自主的

な研究発表のプログラムです。

科学系の部活動からの発表の他、北海道大野農業高等学校から、今年の科学

祭のテーマに沿った食と農業に関する特色ある発表がありました。

◆子ども向け自由研究ニーズに対応した科学工作イベントの複数実施

はこだて科学寺子屋受講生有志に端を発するサイエンス・サポート函館 科学

楽しみ隊のメンバーが主体となって、子ども向けの自由研究ニーズに対応し

た科学工作イベントを複数個所で開催、いずれも大入りの盛況となりました。
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はこだて国際科学祭 2019 ハイライト
UD トークによるトークイベントの「見える化」

◆概要
はこだて国際科学祭 2019 では、コミュニケーション支援アプリ

「UD トーク」による音声認識技術を活用したリアルタイム字幕を
件のイベントで提供しました（下表を参照）。この取り組みでは、
難聴の方など音を聞き取りにくい方がイベントに参加しやすくな
ることを意識しています。

◆コミュニケーション支援アプリ UD トークについて
UD トークはシャムロックレコード株式会社が開発する、コミュ
ニケーション支援のアプリです。音声認識と多言語翻訳の機能に
より、音を聞き取りにくい方や外国の方とのコミュニケーション、
講演の文字起こしなど多様な用途で使われています。
はこだて国際科学祭は、UD トークが目指すコミュニケーションの
ユニバーサル化に賛同し、その使用に際して、技術協力を受けて
います。はこだて国際科学祭 2019 での字幕表示に際しては、技
術的な助言の他、法人向けアカウントの無料提供を受けました。

はこだて国際科学祭 2019 での UD トーク運用模式図
（提供：シャムロックレコード株式会社）

サイエンスコネクトでの活用の様子（右側ディスプレイ）

マリン IT カフェでの活用の様子

9

科学夜話「マリン IT カフェ」

科学夜話プレミアム
「足元から考える食の循環『ビストロ下水道』」

サイエンスライブ
～南極の、知りたいことは？～

オープニングイベント・サイエンスダイアログ
北海道の食を豊かに!「生産・流通・販売の挑戦」

プログラム / イベント名

字幕は大型ディスプレイに表示

備考

字幕は大型ディスプレイに表示

字幕は大型ディスプレイに表示

字幕は小型ディスプレイに表示

字幕は大型ディスプレイに表示

サイエンスコネクト
～南極の、知りたいことは？～

字幕提供イベントリスト



はこだて国際科学祭 2019 ハイライト
新たな会場 港の庵、ギャラリー村岡、MIRAI BASE

◆港の庵

◆ギャラリー村岡

◆ MIRAI BASE

◆サイエンスコネクト
今年、オンラインウェブ会議システム（Zoom）を使ったイベン
トとして初めて、サイエンスコネクトを企画しました。
遠隔地にいる話題提供者との距離を超えた対話の機会は、フラット
なコミュニケーションの可能性を促進するものとして期待されます。
従来より一部プログラムで採用しているコミュニケーション支援
アプリ UD トークとの併用が可能で、UD トークのもつ音声認識
と多言語翻訳の機能により、これまで以上にコミュニケーション
が深まりました。

新たな企画 サイエンスコネクト

2015 年の第 20 回函館市都市景観賞受賞建築物です。現在は会員
制のイベントスペースになっていますが、函館西部地区バル街や

「大町夜想」ライブ等の際に一般開放され、好評を博しています。
キッチンも併設されていることから、今年から開始された科学祭
の新企画「美味しいサイエンス」の会場として利用しました。函
館から車で 1 時間の鹿部町特産のたらこを使用した、地元ならで
はのスパゲティーを試作し、食の科学に触れる場を設けました。

函館市役所亀田支所からほど近い、産業道路沿いに位置するコワー
キングスペースです。
通常はカジュアルなシェアオフィスとして活用されており、会場
内での飲食も自由に行えることから、今回、科学夜話「マリン IT
カフェ」の会場として利用しました。時間上の制約も少なく、カフェ
で紹介された食材を使った軽食が参加者全員にふるまわれ、たい
へん好評でした。

元町教会群の美観地区に位置するギャラリーです。食の街・函館
を象徴する催しである世界料理学会 in HAKODATE を主宰する深
谷宏治シェフ（レストランバスク）との造詣が深く、今回、科学
夜話「函館の「世界料理学会」～この 10 年とこれから～」の会
場として利用しました。今後の世界料理学会、函館西部地区バル
街の活動と、科学祭との相互連携の可能性を示唆する内容となり
ました。
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大人の科学の嗜み　科学夜話／科学夜話プレミアム／
サイエンスダイアログ／サイエンスライブ／サイエンスコネクト

はこだて国際科学祭 2019 ハイライト

7/30（火）科学夜話「STEM 教育って何？～世界の理数教育の潮流～」
話題提供：門田和雄さん（宮城教育大学）

8/17（土）サイエンスライブ～南極の、知りたいことは？～
演奏：Hakodate Jazz Cats（須賀一裕、櫻井三樹、田柳恵美子、
　　 武田テルノブ、上川和晴）

8/17（土）サイエンスダイアログ
話題提供：山田あゆみさん（山田農場）
　　　　　大見英明さん（コープさっぽろ）

8/18（日）科学夜話プレミアム
　　　　　「足下から考える食の循環『ビストロ下水道』」
話題提供：加藤裕之さん（東北大学）
　　　　　平井和行さん（株式会社明電舎）

8/18（日）科学夜話「培養肉カフェ」
話題提供：田中雄喜さん（Shojinmeat Project）

8/18（日）サイエンスコネクト～南極の、知りたいことは？～
話題提供：金森晶作さんほか
　　　　　第 60 次南極地域観測隊員の皆さん

8/20（火）科学夜話「函館の「世界料理学会」～この10年とこれから」
話題提供：深谷宏治さん
　　　　　（世界料理学会 in HAKODATE 実行委員会 代表）
　　　　　田村昌弘さん
　　　　　（世界料理学会 in HAKODATE実行委員会 事務局長）

8/24（土）科学夜話／第 15回 出張弘大サイエンスカフェ
　　　  in 函館「これまでに無かった新しい品種改良のおはなし」
話題提供：葛西厚史さん（弘前大学農学生命科学部）

8/23（金）科学夜話「マリン IT カフェ」
話題提供：和田雅昭さん（公立はこだて未来大学）

はこだて国際科学祭では、大人が愉しみ、考え、 対話する企画にも力を入れています。
本会期中は夜を中心に食に関連するトピックを選び、専門家を交えた対話と意見交換の場を設定しました。
培養肉や新規の育種技術など、一般的に見聞きする機会が少ないと考えられる、萌芽的な科学技術のテーマを積極的に取り入れました。

◆地域ゆかりの専門家から話を聞く

・函館を拠点に、水産業と情報科学の学際領域で実践を積むフィールドワーカー

・理系キャリアから転向し、函館で学会形式の発表会を立ち上げた料理人

・七飯の地を飛び出し、自宅アパートで培養肉の試作に取り組むギークの大学院生

・北東北と道南の連携強化を図る大学で、次世代育種技術による新品種開発を進め

る農業研究者

・函館の技術教育の裾野の広さに着目し、STEM（科学・技術・工学・数学）教育の認

知度向上にやってきた、仙台のファブリケーションラボの伝道師といった、科学祭の

ホームタウンである函館・道南地域に何らかの縁のある専門家の話を聞きました。

◆科学と社会の問題を考える

培養肉や次世代育種技術による新品種開発を中心に、萌芽する最先端の食に関する

科学技術と実用化研究について考え、対話する機会を持ちました。

◆科学祭ゆかりの南極地域観測隊員から話を聞く

科学祭では初の南極昭和基地との中継を実施。国立極地研究所（立川市）の全面協

力のもと、科学祭のコーディネーターから転身、現在南極に駐在中の第 60 次南極

地域観測隊員や同僚の方々から、南極での食に関する日常生活の話を聞きました。

◆トークイベントの可視化をリアルミーティングからウェブミーティングまで

　拡大試行

サイエンスダイアログ、サイエンスライブ、サイエンスコネクト、科学夜話プレミ

アムおよび一部の科学夜話で、コミュニケーション支援アプリ「UD トーク」を用

いたリアルタイム字幕表示を実施。トークイベントのユニバーサル化を、リアルミー

ティングからウェブミーティングまで適用範囲を拡大して試行しました。
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協賛のお願い はこだて国際科学祭 2019 収支報告

恒例科学イベントとの連携
はこだて国際科学祭 2019 ハイライト

7/21（日）青少年のための科学の祭典函館大会　
会場：千代台公園陸上競技場

8/11（日）算数・数学を楽しもう！南北海道創才セミナー　
会場：大沼国際セミナーハウス

7/21（日）函館高専メカニズムフェスティバル　
会場：千代台公園陸上競技場

◆概要
函館・道南地域で長年開催されてきた恒例科学イベントとも相互連携し、広報や人的交流の点で協力しながら、はこだて国際科学祭をつくっています。
千代台公園陸上競技場で行われる 2 プログラムは、ステージイベントや納涼縁日などを行う家族向けイベント「ざいだんフェスティバル」とも連携し、
2009 年の初回から毎年、科学祭の構成プログラムとして参画しています。
広報に際し「ざいだんフェスティバル」と、はこだて国際科学祭 2019 の合同チラシを制作しました。
同じく函館・道南地域での恒例イベントである算数・数学を楽しもう！南北海道創才セミナーも、科学祭の構成プログラムとして参画しています。

はこだて国際科学祭は、皆様からのご協賛によって成り立っています。
個々のプログラム運営はボランタリーに参加、協力くださる多くの個人、
団体の方に支えられています。
加えて、科学祭テーマを掘り下げる企画展の制作、祝祭空間のデザイン、
講師の招へい等に多くの費用を必要としています。
協賛金によるご支援の検討をお願いいたします。
詳細はサイエンス・サポート函館事務局までお問い合わせください。

◆ポスター、公式ガイド、展覧会パネル等でのご紹介
5 万円以上の協賛を頂いた場合、メインポスター、公式ガイド他の広報
媒体で、ご協賛について企業名のロゴでご紹介いたします。

◆税制上の優遇
はこだて国際科学祭への協賛金は、主催団体サイエンス・サポート函館
の庶務を担当する公立はこだて未来大学宛の使途指定寄附金として頂戴
します。
公立大学法人への寄附として、税制上の優遇措置を受けられます。

収入		

費目		

公立はこだて未来大学 科学技術理解増進事業経費充当分

寄附金（公立はこだて未来大学宛 はこだて国際科学祭用途指定寄附金）

合計

支出		

費目	

プログラム実施個別経費（講師招へい旅費、謝金、消耗品費等）

プログラム実施共通経費（共通会場設営消耗品費、保険料等）

広報費（広報媒体印刷製本費、消耗品費、デザイン制作費等）

記録経費（記録写真撮影費、報告書印刷製本費、報告動画制作費等）

その他（事務局補助スタッフ謝金等）

合計

金額（千円）

2,491

1,370

3,861

金額（千円）

921

1,612

867

382

79

3,861
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出展参加のご案内

◆出展のメリット

◯効果的な広報
はこだて国際科学祭公式ガイドをはじめとする広報媒体により、函館道
南地域の方々を中心に広くお知らせできます（掲載無料）。

◯出展者同士の交流、学び合う仕掛け
事前や事後のスタッフ交流会、実施報告会、会期中の出展者交流会等を
通じ、出展関係者や函館道南地域で科学祭運営に携わるコミュニティの
メンバーとの交流機会があります。

また、科学祭を主催しているサイエンス・サポート函館（SSH）は、科
学祭を通じて培った、科学イベント企画運営のノウハウを積極的にお伝
えするとともに、各種交流会を互いの振りかえりの機会として運営して
います。この学び合いのコミュニティにご参加頂けます。

◆出展までの流れ

まずは SSH 事務局か、お近くの SSH 運営委
員にお声がけください。または、例年 1月に
開催する科学祭キックオフイベントに参加し、
ご希望やアイデアを広くアピールしてください。

ご希望について、サイエンス・サポート函館と
の打合せ、ヒアリングを行い、実施可能性に
ついて検討します。SSH と出展者それぞれ検
討課題を調整します。

実現について見通しがつき、出展側、受け入
れ側（SSH）の確認が取れ次第、出展確定と
なります。

◆スケジュール

はこだて国際科学祭 2020
会期：8 月 22 日（土）～ 8 月 30 日（日）
メイン会場：五稜郭タワーアトリウム
プレイベント期間：7 月中旬～ 8 月上旬
プログラム発表：6 月下旬＠函館市政記者クラブを予定

◯各種締め切り
プレイベント　広報用テキスト、写真の提出　5 月 14 日（木）
本会期中のイベント　広報用テキスト、写真の提出　5 月 22 日（金）

◯各種交流会（予定）
スタッフ交流会　8 月 5 日（火）
サイエンス居酒屋（出展者交流会）　8 月 22 日（土）
サイエンス炉端（出展者交流会）　8 月 29 日（土）
実施報告会　10 月前半に設定予定
科学祭 2021キックオフイベント　2021 年 1月後半に設定予定

出展参加方法
広報連携主体の参加

持ち込み企画

科学祭恒例イベント
/ 恒例会場への出展

SSH からの依頼

その他

概要
出展者が主催するイベントについて、科学祭プログラ
ムとして広報媒体に掲載。函館地域で活動する団体、
施設運営者の参加を想定。
出展者が有するプログラムやオリジナル企画を函館で
開催。企業 CSR 活動による出張プログラムを想定。

科学屋台（ブースでの体験展示）、科学夜話（サイエ
ンスカフェ）、五稜郭タワー会場ステージイベント等
に出展・出演。
函館や全国区で活躍しているパフォーマー等の出展・
出演を SSH から依頼

科学祭で実施したいイベントアイデアを SSH 関係者
等と協働で具体化

会場手配
出展者

SSH

SSH

SSH

応相談

経費分担
出展者

出展者

出展者 /
一部 SSH

SSH

応相談

申込対応
出展者

SSH/
会場施設

SSH

SSH

応相談

はこだて国際科学祭 2018 での例
算数・数学を楽しもう！南北海道創才
セミナー（主催：南北海道創才教育推進会）

科学夜話プレミアム 「足下から考える食の
循環『ビストロ下水道』」

（主催：株式会社明電舎／サイエンス・
サポート函館）
科学屋台、科学夜話等

サイエンスショー
（青森県立三沢航空科学館、さかさパンダ
サイエンスプロダクション）
おいしく学ぶ。いつものもしも。
美味しいサイエンス「鹿部たらこパスタを
つくってみよう！」
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主催組織 サイエンス・サポート函館

運営委員会
　はこだて国際科学祭は、行政、高等教育機関、公的支援機関等、
9 つの参加機関で組織する任意団体「サイエンス・サポート函館」が
主催しています。サイエンス・サポート函館の実施実務は、各参加機
関に所属する運営委員による運営委員会により検討します。事務局
は、公立はこだて未来大学社会連携センターが担当しています。また、
各参加機関の長等で構成する評議会が、事業計画と事業内容を評価
します。さらに、市民有志によるグループ「サイエンス・サポート函
館 科学楽しみ隊」も活動に参加しています。

運営委員会
　サイエンス・サポート函館の活発で発展的・継続的な活動を支える
大きな要素が、運営委員会です。運営委員会は月に1度の頻度で行い、
実務の検討の他、アイデアの共有も積極的に行います。コーディネー
ターが各種調整を行う他、各運営委員も所属の参加機関内外での連
絡調整や個々の事業の企画運営を担当します。

◆サイエンス・サポート函館運営委員（2019 年 4 月現在）

・サイエンス・サポート函館代表 / 運営委員長
　美馬のゆり（公立はこだて未来大学）

・コーディネーター
　立花浩司（公立はこだて未来大学｜庶務担当） 

・上記以外の運営委員
　長尾久美子（函館市）

　筆村紀彰（函館市 / キャンパス・コンソーシアム函館 /

　　　　　　　公益財団法人南北海道学術振興財団）

　橋本啓彦（函館市）

　神和幸（函館市教育委員会）

　田柳恵美子（公立はこだて未来大学）

　柳英克（公立はこだて未来大学）

　平野次彦（公立はこだて未来大学｜庶務担当） 

　本村真治（函館工業高等専門学校）

　東海林智也（函館工業高等専門学校）

　青木昌雄（北海道教育大学函館校）

　清水裕（北海道大学大学院水産科学研究院・大学院水産科学院・水産学部）

　美野さやか（北海道大学大学院水産科学研究院・大学院水産科学院・水産学部）

　安部智貴（一般財団法人函館国際水産・海洋都市推進機構）

　高原英生（一般財団法人函館国際水産・海洋都市推進機構）

　渡辺儀輝（※運営委員長任命；立命館宇治中学校高等学校）

　髙田傑　（※運営委員長任命；髙田傑建築都市研究室）

　金森晶作（※運営委員長任命；国立極地研究所）

科学祭会場設営に集まった関係スタッフ
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はこだて国際科学祭を支える活動

はこだて科学寺子屋
科学技術コミュニケーション・地域コミュニケーションを支える人材
育成として、社会人と学生が一緒に学ぶ集中講座を行なっています。
キャンパス・コンソーシアム函館の単位互換プログラムとして開講し、
対象高等教育機関の学生は単位認定を受けることができます。2019
年は、須子善彦さん（ビジネス・ブレークスルー大学准教授 / 公立は
こだて未来大学非常勤講師；開講時）が主担当講師を務め、科学祭全
体のリフレクションと、その後の日常への転移を一つのアウトカムと
して、1 日の公開講演会を含む 3 日間の集中講座を行いました。

科学楽しみ隊
市民有志のグループ「サイエンス・サポート函館 科学楽しみ隊」が、
はこだて国際科学祭や、外部から依頼を受けた各種イベントに、企画・
参加・支援等、様々な形で関わっています。
はこだて国際科学祭 2019 では、サイエンスライブ・サイエンス
コネクトの MC、科学夜話のファシリテーション、科学屋台の運営
支援、科学工作・サイエンスショー等の企画実施等で活躍しました。
科学楽しみ隊は、毎月の「科学お楽しみ」定例会を中心に、自ら科
学を楽しみながら楽しい要素を伝える活動を行っています。
定例会の見学や入会についてはサイエンス・サポート函館事務局（公
立はこだて未来大学内）までお問い合わせください。
2019 年度の定例会は、8 月を除き、毎月第二火曜日 18:30 から、
函館市青年センターで行います。

連絡先：
電話　0138-34-6527（サイエンス・サポート函館事務局）
E-mail　info@tanoshimitai.science （科学楽しみ隊 直通）

はこだて科学寺子屋集中講座

科学楽しみ隊によるサイエンスコネクトの MC の様子

科学楽しみ隊によるサイエンスショー「おうちでサイエンス」

科学楽しみ隊主体の科学工作の様子
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資料編　はこだて国際科学祭 2019 プログラム一覧
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資料編　はこだて国際科学祭 2019 プログラム一覧
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はこだて国際科学祭 2019　ご協力者一覧

【主催・共催・出展・出演など】
D-SCHOOL 北海道
FVR ラボ
Hakodate Jazz Cats
HOH 理科サークル
NHK 函館放送局
NPO 法人函館エコロジークラブ
青木昌雄（北海道教育大学函館校）
青森県立三沢航空科学館
青山千穂（電源開発株式会社）
浅沼直樹（青森県立三沢航空科学館科学実験工房）
阿部陽子（NHK 函館放送局）
遺愛女子中学・高等学校
遺愛女子中学・高等学校地学部
生越満（理化学研究所広報室）
池田孝道（函館市青年センター）
市橋泰範（理化学研究所バイオリソース研究センター）
一般財団法人函館国際水産・海洋都市推進機構
一般社団法人海洋連盟
一般社団法人はこだて地方創生研究会
伊藤秀平（NHK 函館放送局）
伊藤隆嗣（ソニー PCL 株式会社）
井上千加子（サイエンス・サポート函館科学楽しみ隊）
榎伸幸（一般財団法人 函館国際水産・海洋都市推進機構）
大谷将士（高エネルギー加速器研究機構）
大西由香里（理化学研究所広報室）
大沼国際セミナーハウス
大見英明（コープさっぽろ）
尾崎洋人（北海道立総合研究機構 道南農業試験場）
乙部裕一（北海道立総合研究機構 道南農業試験場）
海上保安庁函館海上保安部
海藻サークル
海洋研究開発機構
葛西厚史（弘前大学農学生命科学部）
片桐宗一（サイエンス・サポート函館科学楽しみ隊）
加藤裕之（東北大学）
加藤航基（北大チームふろぎすとん）
加藤才明（一般社団法人海洋連盟）
門田和雄（宮城教育大学）
金森晶作（国立極地研究所）
株式会社アクロレイン
株式会社シンプルウェイ
株式会社明電舎
上川和晴（Hakodate Jazz Cats）　
雁沢夏子（遺愛女子中学・高等学校）
紀藤典夫（北海道教育大学付属特別支援学校）
キャンパス・コンソーシアム函館
工藤世一（水産・海洋コーディネーター）
公益財団法人南北海道学術振興財団
高エネルギー加速器研究機構
公立千歳科学技術大学
公立はこだて未来大学
函館発新体験プロジェクト
コープさっぽろ
国立研究開発法人理化学研究所
サイエンス・サポート函館科学楽しみ隊
境智洋（北海道教育大学釧路校）
坂井恵（コープさっぽろ）
さかさパンダサイエンスプロダクション
櫻井三樹（Hakodate Jazz Cats）　
佐々義子（NPO 法人くらしとバイオプラザ 21）
サッポロビール株式会社
佐藤毅（北海道立総合研究機構 道南農業試験場）
サワダサオリ（サイエンス・サポート函館科学楽しみ隊）
ジオフェスティバル in Hakodate 実行委員会
鹿部たらこパスタ研究会
次世代エンジニア育成協会
柴嶺亮（無印良品）
情報・システム研究機構 国立極地研究所
市立函館高等学校
須賀一裕（Hakodate Jazz Cats）　
鈴木一郎（NPO 法人函館エコロジークラブ）
鈴木昭二（公立はこだて未来大学）
鈴木裕子（国立極地研究所）
青少年のための科学の祭典函館大会実行委員会
世界料理学会 in HAKODATE 実行委員会
瀬川葵（函館発新体験プロジェクト）
芹澤幹子（コープさっぽろ）
仙石智義（サイエンス・サポート函館科学楽しみ隊）
外崎善隆（コープさっぽろ）
ソニー PCL 株式会社
高橋将太（高エネルギー加速器研究機構）
髙原英生（一般財団法人 函館国際水産・海洋都市推進機構）
武田テルノブ（Hakodate Jazz Cats）　
田中いずみ（ななえの食を考える会）
田中伸一（株式会社ズコーシャ）
田中雄喜（Shojinmeat Project）
田村昌弘（世界料理学会 in HAKODATE 実行委員会）
田柳恵美子（Hakodate Jazz Cats）　
通岡知輝（東京大学サイエンスコミュニケーション
　　　　　サークル CAST）
電源開発株式会社
東京大学サイエンスコミュニケーションサークル CAST

内藤秀道（ソニー PCL 株式会社）
中井雄治（弘前大学地域戦略研究所）
永長一茂（弘前大学地域戦略研究所）
中島久（HOH 理科サークル）
中住晴彦（北海道立総合研究機構 道南農業試験場）
ななえ・大沼学びの森 実行委員会
日本アマチュア無線連盟渡島支部
沼田化石友の会
野口恵里奈（NHK 函館放送局）
野沢涼太（東京大学サイエンスコミュニケーション
　　　　　サークル CAST）
函館 YWCA
函館工業高等専門学校
函館五稜郭ロータリークラブ
函館市
函館市教育委員会
函館市小学校理科研究会
函館市青年センター
函館市中学校理科教育研究会
函館市立青柳中学校 科学部
函館市立柏野小学校
函館大学付属柏陵高等学校科学研究部
函館大学付属有斗高等学校 科学部
はこだてみらい館
函館モノクラフトマーケット
函館 YWCA
幅崎美涼（東京大学サイエンスコミュニケーション
　　　　　サークル CAST）
林原和哉（道南虫の会）
平井和行（株式会社明電舎）
弘前大学地域戦略研究所 食品科学研究部門
深谷宏治（世界料理学会 in HAKODATE 実行委員会）
藤澤義博（一般社団法人はこだて地方創生研究会）
藤田恭吾（鹿部たらこパスタ研究会）
藤田輝（電源開発株式会社）
藤森信明（電源開発株式会社）
舩矢直子（南北海道創才教育推進会）
北翔大学
北大チームふろぎすとん
細水保宏（明星学苑）
北海道運輸局函館運輸支局
北海道大野農業高等学校
北海道開発局函館開発建設部函館港湾事務所
北海道教育大学釧路校
北海道高等学校理科研究会
北海道水産林務部水産局
北海道大学大学院水産科学研究院・
　大学院水産科学院・水産学部
北海道大学北方生物圏フィールド科学センター
北海道函館工業高等学校 生物部
北海道函館商業高等学校
北海道函館中部高等学校
北海道函館中部高等学校 地学部
北海道函館稜北高等学校
北海道松前高等学校
北海道八雲養護学校
北海道立総合研究機構 農業研究本部 道南農業試験場
北海道立総合研究機構 水産研究本部 函館水産試験場
本村真治（函館工業高等専門学校）
正籬卓（NHK 青森放送局）
松川文弥（数学塾）
松本周（函館発新体験プロジェクト）
南北海道創才教育推進会
南三佳子（コープさっぽろ）
峰村光政（電源開発株式会社）
宮城教育大学
無印良品シエスタハコダテ
村田千夏（北大チームふろぎすとん）
村松尚子（株式会社明電舎）
盛田洋介（青森県立三沢航空科学館科学実験工房）
山田あゆみ（山田農場）
楊芝栄（理化学研究所広報室）
ユーラップジオパーク構想準備会
ユニティ・テクノロジーズ・ジャパン合同会社
理科の探検リカタンず
渡邊崇教（函館ラサール中学・高等学校）
渡辺儀輝（立命館宇治中学校・高等学校）
渡邊玲奈（東京大学サイエンスコミュニケーション
　　　　　サークル CAST）
和田雅昭（公立はこだて未来大）

【サイエンス・サポート函館 科学楽しみ隊有志】
石井英紀
井上千加子
片桐宗一
工藤世一
笹原悟
サワダサヲリ
仙石智義
伴田由
松浦俊彦

医療法人大庚会 今整形外科
有限会社ビデオ・ザ・キッド

◆後援
北海道
北斗市
北斗市教育委員会
七飯町
七飯町教育委員会
北海道新聞社
函館新聞社
朝日新聞社函館支局
日本経済新聞社函館支局
毎日新聞函館支局
読売新聞函館支局
NHK 函館放送局
HBC 函館放送局
STV 函館放送局
HTB 函館支社
UHB 北海道文化放送
TVh テレビ北海道
NCV 函館センター
FM いるか
一般社団法人 函館国際観光コンベンション協会
公益財団法人 函館地域産業振興財団
産学連携「クリエイティブネットワーク」

◆協力
国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）

◆連携
2019 サイエンスパーク
ざいだんフェスティバル

◆技術協力

◆協賛
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【企画展　取材・制作への協力】
井上千加子（サイエンス・サポート函館科学楽しみ隊）
温泉旅館矢野
坂本敦美（株式会社アドバンス）
田村昌弘（世界料理学会 in HAKODATE 実行委員会）
中住晴彦（北海道立総合研究機構 道南農業試験場）
バゲンダ・ドミニク（公立はこだて未来大学）
和田雅昭（公立はこだて未来大学）

【その他ご協力】
合津和之（北海道新聞社）
青木秀仁（ShamurockRecords 株式会社）
飯尾遼太（函館新聞社）
伊藤寛大（公立はこだて未来大学）
今井清介（今井保険事務所）
岩城一真（公立はこだて未来大学）
岩瀬豪（公立はこだて未来大学）
太田圭（公立はこだて未来大学）
尾田ほの香（株式会社アートフル）
落合仁子（函館市中央図書館）
カフェボルヤン
株式会社アートフル
黒坂郁美（株式会社アートフル）
公益財団法人函館市文化・スポーツ振興財団
小林英砂（公益財団法人函館市文化・スポーツ振興財団）
今野貴史
申東煥（一般財団法人 函館国際水産・海洋都市推進機構）
須子善彦（ビジネス・ブレークスルー大学准教授）
須佐絵里加（函館市生涯学習部生涯学習文化課）
鈴木ほのか（公立はこだて未来大学）
須藤翼（公立はこだて未来大学）
高澤佳乃（公立はこだて未来大学）
田中花蓮（北海道新聞社）
手作りパンの家 こすもす
中村拓也（株式会社函館ラボラトリ）
庭田徹（五稜郭タワー株式会社）
根上悠希（公立はこだて未来大学）
野長瀬郁実（北海道新聞社）
函館市企画部広報広聴課
函館市生涯学習部生涯学習文化課
函館市中央図書館
日登舞（公立はこだて未来大学）
平形知行（公益財団法人函館市文化・スポーツ振興財団）
藤田道子（ビデオ・ザ・キッド）
藤原友和
船戸大輔（株式会社アートフル）
宮下和士（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター）

ポスター掲示ご協力の皆様，その他大勢の皆様

※敬称略 / 組織名・所属は，開催当時のもの

はこだて国際科学祭 2019　実施報告書
2019 年（令和元年）12 月

発行：サイエンス・サポート函館　代表 美馬のゆり
編集：立花浩司
デザイン：日登舞、原田泰

お問い合わせ先
041-8655
北海道函館市亀田中野町 116-2
公立はこだて未来大学 社会連携センター内
サイエンス・サポート函館事務局
e-mail  info@sciencefestival.jp
URL  https://www.sciencefestival.jp/
TEL  0138-34-6527
FAX  0138-34-6564




